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研究成果の概要（和文）：英語の語の強勢配置を説明するために提案された位置関数理論(Yamada (2010))では
「副次」強勢配置の説明のために16個の位置関数を措定してる。その後、「主」強勢を説明するためには3個の
「位置関数」が必要であることが明らかにされた。本研究ではその妥当性を確かめた。その結果、3個の位置関
数で十分に説明できることが明らかとなった。さらに、「位置関数理論」の妥当性を、「電子データ」を用いて
検証した。まず基礎データとなる電子データを確定した。次に、それを基に位置関数の一つであるACS(Alveolar
 Consonant Sequence)の検証を行ったところ、その観察的妥当性が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The Positional Function Theory, which was put forward to account for the 
stress assignment of words in English in Yamada (2010), postulates sixteen Positional Functions to 
explain the "subsidiary" stress assignment of words in English. With regard to the "main" stress 
assignment of words in English, three Positional Functions are later postulated in a preliminary 
study. Thus, in this study, I examined the validity of the assumption of the number of Positional 
Functions for the primary (i.e. main) stress assignment of words in English. The result was that, 
with the help of the device "Extrametricality," we require only three Positional Functions. Further,
 we examined the validity of the Positional Function Theory by using the "digital" database, where 
one of the Positional Functions, ACS (Alveolar Consonant Sequence) is proved to be valid.

研究分野： 人文学

キーワード： 強勢　多音節語句　音韻　音声　英語　プロソディー　位置関数理論　CELEX2

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 生成文法理論における英語の強勢配置
の分析は Chomsky and Halle (1968)の The 
Sound Pattern of English（以下、SPE ）を
嚆矢とする。これは、それ以前の記述中心の
言語研究とは異なり、人がことばを獲得する
仕組みの解明を研究の中心課題として据え、
英語の強勢配置を詳細に分析したものであ
った。B5 版で 470 頁にもなる質・量ともに類
書を圧倒するこの研究は、豊富な用例、緻密
な分析、隙のない論理構成などにより、英語
の強勢配置の分析の完成形に近く、以後これ
を乗り越えるような研究は現れ得ないので
はないかとも言わしめたほどである。 
 
(2) しかしながらその後、この研究を補足す
る形で Liberman and Prince (1977)“On 
Stress and Linguistic Rhythm”が出現し、
さらには Halle and Vergnaud (1987)による
An Essay on Stress などで「韻律理論」が
提案された。SPE を始めとするこれらの研究
は、理論構成上の基本装置として「規則」と
「派生」を用いていたので、「規則を基にし
た理論」と呼ばれる。一方、「規則」や「派
生」を用いずに、「違反可能な制約」と「制
約のランキング」を用いた最適性理論といわ
れるものが 1990 年代前半に Prince and 
Smolensky (1993) “ Optimality Theory: 
Constraint Interaction in Generative 
Grammar”により提案され、「規則を基にしな
い理論」と言われる。 
 
(3) この「規則を基にしない理論」である「最
適性理論」は、―「規則を基にした理論（群）」
が、SPE において未解決であった諸問題を解
決しようと長年議論を続けてきたにも関わ
らず、依然として決定打に欠け、行き詰まり
状態にあるように見えたその時期に―SPE 及
び「規則を基にした理論（群）」の各種の問
題点を、一気に解決できる可能性を示してい
たため、急速な広がりを見せた。 
 
(4) しかしながら、ここに一つ問題点があっ
た。―英語の強勢の詳細な分析をおこなった
SPE においてさえ様々な問題点が指摘されて
きたのであるが―最適性理論の中心課題は、
当然のことながら「英語の強勢配置」を分析
することにはなく、普遍理論としての、各言
語間の類型論的側面の表示と解明に、より多
くの力点が置かれていた。つまり、言語現象
の詳細な「部分」というよりもむしろ、「全
体」としての枠組みの改変及びそれによる新
たな説明力の獲得が重要視されていたよう
である。 
 
(5) そのため、例えば、最適性理論―特に、
その中の語の強勢配置分析―においては、
SPE においても分析の対象となっていた所謂
「第 3強勢」の存在が無視され、語中の「第
3強勢」は「第 2強勢」、場合によっては「無

強勢」として取り扱われるようになった。つ
まり、説明されるべきデータの精度が極端に
落とされてしまったのである。 
 
(6) さらに興味深いことには、「規則を基に
した理論」と「規則を基にしない理論」との
「反転現象」が出現した。ここでいう「反転
現象」とは、「規則を基にした理論」におい
ては通常の取り扱いを受けるある種の語群
が、「規則を基にしない理論」では「例外」
とされ、逆に、「規則を基にした理論」にお
いて「例外」とされる別の語群が、「規則を
基にしない理論」では、通常の取り扱いを受
けるようになるというように、これらの語群
は、互いの理論間において、全く正反対の解
釈を受け、両者の分裂が深刻化した。 
 
(7) そこで本研究者は、上記の「第 3強勢」、
「反転現象」を含む英語の語彙の様々な強勢
配置現象を統一的に説明する新・「位置関数
理論」を Yamada (2010)において提案した。
それによると、英語の副次強勢規則は 16 個
の「位置関数」から構成され、副次強勢配置
はこれら位置関数の相互作用の結果として
説明される。しかしながら、Yamada (2010)
では副次強勢のみを取り扱っていたため、こ
の「位置関数理論」を用いて主強勢配置の仕
組みを明らかにする必要があった。この研究
は、科学研究費・基盤研究（C）「英語を中心
とする多音節語句・表現の音声・音韻的研究」
（課題番号 23520602、研究期間 2011〜2013）
によってなされ、第一段階的結論が得られて
いる。 
 
(8) しかしながら、上記研究（課題番号
23520602、研究期間 2011〜2013）での結論は
第一段階的なものであり、網羅的なものとは
いえない。また、一見すると瑕瑾が無いよう
に見えた SPEにも実は多くの課題が残されて
いる。しかも、SPE 以後の研究において、そ
れらは解決を見ていないばかりか、緻密さを
欠くと思われるような研究と相俟って、より
論点が増えていると言っても決して過言で
はない。 
 

２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、英語の多音節語句にお
ける強勢配置メカニズムを、電子データを用
いて詳細に分析し、最近提案された「位置関
数理論」の問題点をあぶり出すと共に、その
理論をより緻密にし、英語の主強勢・副次強
勢配置メカニズム全般を余すことなく説明
できる強力な強勢理論として完成させるこ
とにある。英語の強勢配置メカニズムに関し
ては、一般的にはその仕組みはほとんど解明
されており、新たな研究の余地はないと考え
られているようであるが、実は詳細に見てい
くと、そこには混沌状態と言っても過言では
ないほど未解決な問題が満ち溢れ、豊かな研
究の沃土が広がっている。本研究はその沃土



に踏み込み、新たな研究対象を掘り起こし、
それらを広く一般に提示するという目的を
担っている。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、まず、第一段階的上記研究
（課題番号 23520602）において出された結論
が英語の語の強勢配置における数多くの言
語事実を説明できるようなものになってい
るのかを再検討し、残された問題を解決した
い。また、SPE 以来の様々な問題点を掘り起
こし、音韻論における新たな議論の「場」を
醸成したい。さらに言えば、もしこれらの問
題を放置したままにするならば、本研究者が
提案する「位置関数理論」そのものも、SPE
以降の各種の理論群に一石を投じたに過ぎ
ぬとの誹りを免れ得ないであろう。 
 
(2) この掘り起こしの新たな研究方法の一
つとして今回は「電子データ」を用いる。SPE
以来の各種の議論におけるデータは、各研究
者が長期の研究において遭遇した「問題」と
思える語群を積み上げ、議論の俎上に載せて
来たものであった。これらは、それぞれの専
門家が問題だと考えた語例の集積であった
ので、それには十分な意味があった。言うま
でもなく、Yamada(2010)での「位置関数理論」
の構築においては、データの吟味は慎重に行
われた。英米で利用最多で信頼のおける 5種
類の辞書を用いて、一語一語を一定のアルゴ
リズムに従い、比較検討し、それぞれの語形
成・強勢パターンを確定していった。しかし
ながら、これらは手作業で行われたため、一
つの語の情報を確定するのに 30分から 40分
もの時間を要し、結果的に、研究に必要なデ
ータを集めるのに 10 数年の歳月が必要とな
った。これらの手法は、厳密で、しかも手作
業であるゆえに確認を何度も重ね、データの
精度は高かったが、問題はその反証可能性で
ある。「位置関数理論」での議論に反証しよ
うとすれば、本研究者が行ったデータ構築手
法を反証者自身が本研究者と同じ方法で行
わなくてはならない。これでは活発な議論の
応酬は期待できない。 
 
(3) 「位置関数理論」という一つの「新理論」
を構築するには、このような厳密な方法論が
必要とされたが、ひとたび理論が確立されれ
ば、それと同一の方法を使って理論の「反証」、
「確認」、「拡充」を行う必要性が必ずしもあ
るわけではなく、「電子データ」などの別の
方法を使っても行うことが可能となろう。 
 
(4) このように、本研究は、数十万語に及ぶ
英米の電子データを有効に活用し、数量的に
「位置関数理論」の検証を行い、それを拡
充・補塡するとともに、SPE において残され
ていた各種の問題点を掘り起こし、この分野
の最先端議論となる「位置関数理論」を完成
させることに主眼を置く。 

 
(5) 問題点の掘り起こし 
 「１．研究開始当初の背景」においても述
べたように、本研究の出発点となる SPEでの
分析は緻密なものではあったが、詳細にみる
と実は幾多の問題点に満ち溢れ、言語事実及
び言語理論の両面において「宝庫」と言える。
例えば一例を挙げると、本研究者は2014年、
ある国際学会において「位置関数理論」につ
いて研究発表を行ったとき、フロアにいた研
究者から、「mínister（主強勢位置は第一音
節）と seméster（主強勢音節は第二音節）と
いう 2つの語の主強勢の違いは、位置関数理
論ではどのように説明するのか」という質問
を受け、「この二つの主強勢の違いは、今の
ところ『位置関数理論』では説明できない。
おそらく、2 つの語の語形成の違いによるも
のだろう」と答えたが、この質問は非常に重
要な質問であり、かつ事実の指摘として貴重
なものであった。ところが、日本に帰国して、
SPEを調べてみたところ、mínisterという語
の強勢配置は、やはり SPEにとっても問題で
あり、「これは例外として取り扱う必要があ
り、おそらくはそれは語形成によるものでは
ないだろうか」という旨の議論が、註におい
て既に詳しくなされていたのである。このよ
うに、SPE は言語理論においても各種の論点
の宝庫であるばかりではなく、言語事実の宝
庫でもあるのである。本研究では、この SPE
及びその後の研究における豊富な言語事実
を「例外」をも含めて、掘り起こし、「位置
関数理論」を再検討する。 
 

(6) 国外の研究者との連携 
 本研究では、国外の専門研究者との連帯を
密に行う。「英語」そのものをデータとした
言語研究は実は現在は英米（あるいは、オー
ストラリア、ニュージーランド、カナダ）よ
りもむしろ、ヨーロッパ大陸の方が盛んな傾
向にある。もちろん、英米においても「英語」
を対象とした先進的な研究がなされてはい
るが、英米においては、「言語学」の研究対
象としては「英語」以外のものが比較的脚光
を浴びる傾向にある。一方、英米以外の国々
では、「英語」は第二言語であるが故に研究
対象となるのである。さらに、近年「世界語
としての英語」の価値が益々高まるにつれ、
英米以外の国々においてその傾向は益々顕
著になっている。本研究では、英米の研究者
との連携はもちろんのことではあるが、英米
以外の研究者、例えば、ヨーロッパ大陸の研
究者との連携も密に取り、国際学会に参加し
たり、個人的に面会を求めたりして、意見交
換、研究成果の交換、研究に関する議論・討
論を行う。更には、英語の実務家（例えば、
ラジオ・テレビなどのアナウンサー等）との
連携も密にして、実際の音声データの緻密化
を行う。 
 
(7) 電子データを用いた「位置関数理論」の



検証・拡充 
 近年益々充実しつつある「電子データ」を
用いて、「位置関数理論」の検証を行う。「電
子データ」を用いると、数量的に「位置関数
理論」を検証することができると思われるの
で、本研究では積極的に「電子データ」を活
用する。しかしながら、「電子データ」には、
その出典や出所が危ういものも少なくない
ので、それらのデータそのものの検証も同時
に行っていく。 
 
(8) 統一的「位置関数理論」の構築・完成 
 SPE 以来の数多くの研究において集められ、
積み上げられて来た言語事実の集積と相俟
って、「電子データ」による検証を通じて、「位
置関数理論」の問題点及び改良が必要な点を
明らかにする。その成果を踏まえて、より統
一的で精緻で説明力をもった統一理論の構
築を目指す。 
 

４．研究成果 
(1) 主強勢規則 

主強勢規則を構成するパラメターを最終
的に決定した。研究途中では、○1 Heaviness
（重音節に強勢を与える）, ○2 Bounded 
Binarity（連続した軽音節を一つのまとまり
と考え、左側に強勢を与える）, ○3 Rhythmic 
Adjustment（同じタイプの強勢が２つ現れた
場合、右側の要素に強勢を与える）の 3つに
加えて、○4 Trace（以前のサイクルで強勢が
与えられた場所に強勢を与える）や○5
Monosyllalble（単音節語に強勢を与える）
という位置関数の存在についても考察がな
されたが、結果的に○4 は適用語彙数が少なく
極端に例外的なため、また○5 は強勢規則にお
いてわざわざ記述する必要はないという結
論に達した。故に主強勢規則を構成する位置
関数は○1 ○2 ○3  の３つとなる。なお、位置関
数以外には Extrametricality（韻律外性）と
いう仕組みが必要である。 

 
(2) 例外的語群 

例外的語群を説明するための補助規則を
設定した。主強勢の右側に副次強勢が出現す
る語群（○6 désignàteタイプ、○7 confíscatôry
タイプ（注： は̂第 3強勢を示す））について
は、それぞれ○8 Coordinate Axis Trans- 
formation（座標軸変換）、○9 Stress Domain
（強勢領域）という仕組みを用いて説明した。
つまり、○6 には○8 が、○7 には○9 が適用される。 

 
(3) データベースの確定 
 10 種類以上の英語辞書やデータベースを
検証し、最終的には、○10 CMU(The CMU Pro- 
nouncing Dictionary)と○11 CELEX2 Database
の 2 種に絞り込んだ。さらに、それらのデー
タの正確性と信頼性、および情報量を比較し、
本研究の基礎資料として使用可能かどうか
を検証した。その結果、○10はデータの出所や
データ構築方法が明らかではなく、データ記

述そのものにも部分的に問題があることが
判明した。一方、○11はデータの出所やデータ
構築方法などは信頼おけるが、データがイギ
リス英語であり、アメリカ英語を基にした
「位置関数理論」の直接的な検証には使えな
いことがわかった。 
 
(4) 位置関数の検証 
 しかしながら、「位置関数理論」はパラメ
ターを基に構築されているため、イギリス英
語をデータとして当該理論の検証を行うこ
とは、間接的とはいえ、無理なことではない。
そこで、そのデータを用いて、位置関数理論
に お け る 「 位 置 関 数 」 の一 つ で あ る
「ACS(Alveolar Consonant Sequence)」の観
察的妥当性を、CELEX2 データベースを用いて
実証した。その結果、○11中に記載されている
約 17 万語のうち、この「位置関数」に当て
はまるものは 312 語で、そのうち 306 語が有
効であることがわかり、「位置関数理論」の
関数の一つの観察的妥当性が示された。 
 
(5) 今後の展望 
○1  ACS 以外の位置関数の検証が必要 
本研究においては、「位置関数理論」にお

ける 16 個の「位置関数」のうち、ACS のみの
検証を行ったが、その他の位置関数の検証を
行う必要がある。 
 

○2  位置関数の説明的妥当性を追求する 
 本研究においては、その説明的妥当性が比
較的示されていると思われる Farness, 
Heaviness, Trace, Binarity, Rhythm という
5 つの位置関数以外の位置関数のうち、ACS
を対象として取り扱い、それを理論中に設定
する妥当性を調べた。その結果、観察的妥当
性はある程度示された。ただ、なぜそうなる
のかという説明的妥当性はまだ示されてい
ない。この追求は今後の課題といえる。また、
他の位置関数についてもさらに同様な考察
が必要である。 
 
○3  音声データの整理と音声データを使った
位置関数理論の検証 
 本研究では、辞書やデータベースを使うだ
けではなく、実際の音声データを収集し、「位
置関数理論」の検証を行う予定であったが、
その作業は未完のままである。今後の課題と
なっている。 
 
○4  アメリカ英語に関する信頼おける電子デ
ータの検索および構築 
 本研究において、信頼おけるアメリカ英語
のテキストデータベースが存在しないこと
が明らかとなった。今後は、独自にそれを構
築する必要性があると思われる。 
 
○5  位置関数理論を実際のコンピュータプロ
グラムとして提示する 

位置関数理論では、コンピュータ用にプロ



グラム化できるように、その定義や条件が厳
密に定められている。ゆえに、今後は理学系
や工学系の研究者との連携を行い、この理論
をコンピュタープログラムとして提示した
い。 
 
○6  さらなる国際共同研究の推進 
 「３．(6)国外の研究者との連携」にも記
したように、今後も国外、特にヨーロッパ関
係の英語研究者との連携を密にして、本研究
をさらに発展させていきたい。 
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